Development of “A Training Course to Cultivate the Abilities Required for Teachers (3): a Program to Bring on Teachers with a High Degree of Specialization and Practical Leadership – Towards the Building of a Program for Undergraduate Education by Matsubara, Yasumichi et al.
【原　　著】
児童の予測と推論をうながす教材と活動構成の工夫
山﨑　光洋
岡山大学教師教育開発センター紀要 第 2号 別冊
Reprinted from Bulletin of Center for Teacher Education
and Development, Okayama University, Vol.2, March 2012
Designing Teaching Materials and Activities to Facilitate 
School Children's Prediction and Reasoning
Mitsuhiro YAMASAKI
2012
【原　　著】
高度な専門性と実践的な指導力を有する教師の育成プログラム
「教師力養成講座」の開発 (3) 
－全学教職課程の構築に向けた教職相談室機能の拡充－
松原　泰通　小川　潔　山根　文男　山﨑　光洋　髙旗　浩志
岡山大学教師教育開発センター紀要 第 2号 別冊
Development of “A Training Course to Cultivate the Abilities Required for Teachers (3): a Program to
Bring on Teachers with a High Degree of Specialization and Practical Leadership – Towards the
Building of a Program for Undergraduate Education
Reprinted from Bulletin of Center for Teacher Education
and Development, Okayama University, Vol.2, March 2012
Yasumichi MATSUBARA, Kiyoshi OGAWA, Fumio YAMANE,
Mitsuhiro YAMASAKI, Hiroshi TAKAHATA
2012
─ 144 ─
岡山大学教師教育開発センター紀要，第 2 号（2012），pp.144-153
高度な専門性と実践的な指導力を有する教師の育成プログラム
「教師力養成講座」の開発 (3) 
－全学教職課程の構築に向けた教職相談室機能の拡充－
松原　泰通※ 1　小川　潔※ 2　山根　文男※ 3　山﨑　光洋※ 4　高旗　浩志※ 5
要旨：教師力養成講座は、学生のニーズや不安感に関わるテーマについて現場のトップリーダーとして活躍され
ている現職校長・教員から、その本質と課題解決に向けた取り組みの状況を迫力ある生の言葉で学生に語りかけ
る形で行われた。学生達は、その生の言葉に魅了され、勇気がわき、教師の使命と責任の大きさ、そして、教職
に真剣に向き合うことから生まれる充実感に気づいてきた。センターが全学化されたことにより、教育学部以外
の学生の積極的な参加が目立つようになり、教育学部生にも刺激となっている。DVD に録画、編集したものを
参加できなかった学生たちに視聴させている。徐々に、視聴する学生が増加し DVD の有効性が感じられる。来
年度は DVD を一層活用させ教師力の育成に役立てたい。
キーワード：教師力、実践的指導力、教職相談、授業力、学級づくり
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※ 2 小川潔（岡山大学教師教育開発センター）
※ 3 山根文男（岡山大学教師教育開発センター）
※ 4 山﨑光洋（岡山大学教師教育開発センター）
※ 5 高旗浩志（岡山大学教師教育開発センター）
Ⅰ . はじめに
　本年度は，「教師力養成講座」を始めてから３年次
である。本稿では，３年間のまとめをする。
この講座を開発したきっかけは，教員採用試験の合
格発表以後，合格したにもかかわらず，学生たちが
不安な様子で相談に訪れてきたことにある。
学生の不安な主な内容
1) クレーマー等の対応
2) 発達障がいの子どもたちへの対応
3) いじめ，不登校，虐待等の問題への対応
4) 安全・安心の問題，ケータイの問題への対応
5) 基本的な生活習慣のできていない子への対応
6) 管理職・同僚との人間関係づくり
7) 保護者・地域との連携の仕方
8) 授業力をいかにしてつけるか
9) 生徒指導や学級づくりの方法
　即戦力として期待されている現実を肌で感じてい
るだけに，切実な課題が次々と上がってきた。
　このような状況から，新年度には赴任校で教壇に
立つ自信をつけること，そのための「教師力」を育
成していくことが急務であると考え，この講座開発
に着手したのである。
全体構想
　平成１７年１０月の中教審答申（新しい義務教育
を創造する）に「現在の日本においては，学校の教
育力（「学校力」）を強化し，教師の力量（「教師力」）
を強化することを通して，子どもたちの「人間力」
の豊かな育成を図ることが求められている。義務教
育の中心的な担い手は学校であり，とりわけ重要な
のは教師である。教育は，教師と子どもたちとの人
格的な触れ合いを通じて行われる営みである。人間
は教育によってつくられると言われるが，その教育
の成否は教師にかかっていると言っても過言ではな
い。」とある。
　今，教師の質と量を確保するための戦略は，大き
な課題である。岡山大学教師教育開発センター教職
支援部門（教職相談室）としては，その方略として，
岡山県教育委員会，岡山市教育委員会と連携し，不
易と流行の両方の観点から具体的な教育課題を取り
【実践報告】
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上げ，それらの課題解決を通して教師力を育成してい
くことを目指す。また，他学部の教員志望学生や大学
院生等にも参加を呼びかけ，志を一にする学生同士が
互いに切磋琢磨し，より幅広い確かな教師力の育成を
目指す。
　以上を踏まえ，学生の「教師力」を育成していく
講座のタイムスケジュールと構想図および仮説を次
のように考えた。
Ⅱ．３年間の「教師力養成講座」のテーマ　
平成21年度は，直面している課題について，県下でもリーダー的な小・中学校の校長先生に講師を依頼した。
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　平成 22年度は，文部科学省による学習指導要領改訂の中で，特に改善事項として強調されているテーマを取
り上げ、その道での第一人者に講師を依頼した。
　平成 23年度は，これまでの趣旨に沿った内容として，学習指導要領の主な改善事項と，直面している課題に
ついて取り上げ，県下でもトップレベルの実践力のある講師を選んだ。
Ⅲ．学生の満足度
表２は、各回の講座で行ったアンケート結果の平均値と標準偏差、各年
度全体の平均値と標準偏差である。図２は、3 年間の年度全体の平均値
と標準偏差をグラフに表したものである。本講座は、学生のニーズを的
確にとらえ、質の高い内容を提供することができていたと考えられる。
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Ⅴ．講師からの検証
　講師からの感想は、まずは岡大生の真面目さにつ
いてである。「真剣に、熱心に話を聞き、学ぼうとする。
やはり、現場の生の情報に対する関心の強さ、要望
の大きさからであろう。」
　それらは、学生の感想文の中にも、十分に書き込
まれている。
　そして、講師の願いは、やはり「教師力」をつけ
てほしいというものである。「昨今の現場の状況、荒
れの現状に立ち向かう勇気、子どもや保護者とのか
かわりを深めていくやる気、プロとしての「授業力」
「教科教育力」を目の前の子どもに合わせて力量を上
げていく覚悟、それらの大切さに気づき、磨き続け
てほしい。」
 
Ⅳ．受講生の所属
教育学部生を中心にして、スタートしたが、センターが全学化したことにより、他学部生の参加が年ごとに
増加した。
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●教師力養成講座「伝え合う力の育成」を担当して
　子どもたちの実態に合わせながら，その指導方法
を改良していく力が教師として必要だと思い，最後
の私の感想で話させていただきました。( 百マス計
算 ･･･1 分間スピーチを例にとって )
校長としてどんな教員を採用してもらいたいかに
ついて，
　①学級経営がしっかりできる教員
　②生徒指導のできる教員
　③少々の困難があっても逃げない教員
などが大事だという校長が多く，学級経営がしっか
りできる教師なら，子どもの学力や自ら学ぶ力（生
きる力）も当然の伸ばす力を持っていることは確か
だと言われます。
その点において，岡山大学では，学校現場をしっか
り見通した理論，具体的な指導方法，心構え等を
大事にして学生に指導されていることがよくわか
りました。また，「現場の先生からの問題提起」は，
教師力を身につけるために，これからの教員をめざ
す学生にとっては，効果も大きく素晴らしい方法だ
と感じました。
【岡山市立小学校長・2010 年 6 月 16 日実施】
●教師力養成講座「情報教育」を担当して　
　学校として具体的にどんな教育活動が有効であ
るか提案する段階になると，知識や経験の不足で具
体的にならない揚面がでてきて，学生たちの議論や
まとめている鉛筆が止まる場面が多く見られるよ
うになりました。
　現状を分析する段階で足らない部分が見えてき
て，立ち往生していたのです。学生たちには，その
足らないものは何かに気づくことが大切であると
伝えました。つまり，何が足らないか認識したら，
対処する方法を見つけることができるということ
です ( 正解ではなく最適解）。そして，現場ではそ
の解決に当たるのは「あなたである」ということ，
人と協力してことに当たることの価値と，そうすれ
ば喜びが増し視野も広がることを伝えました。学生
たちは，「それでいいのか」と力を抜いて受け止め
てくれました。解決できない壁に突き当たったとき
こそ自分自身のパラダイム変換ができるチャンス
であり，それができるかどうかは日ごろの問題意識
にあると思います。
【岡山市立中学校長・2010 年 7 月 28 日実施】
Ⅵ．学生からの感想
●よかったと思うことの一つ目は，講師の先生のお話
を聞けることだ。試行錯誤を重ね，たくさんの経験
を積まれた先生方の生の声を聞け，そして討論で仲
間の意見を聞き，さらに深めていけたように思う。
二つ目は，テーマにじっくり向き合えるきっかけと
なることだ。仲間と意見を交換しあえる時間がとれ
るのは，本当に貴重だと思う。ＤＶＤで何度も見直
すことができ，もう一度見てみるとまた違った見方
も出来るのがおもしろい。この講座で学んだことを
土台にし，常に子どもと向き合い，学び続ける教師
でありたい。
●真摯に向き合うべき課題であると，気づくことがで
きた。先生方と子どもたちの関わりの中で課題に取
り組んでいる姿，そのリアルな話を聞いてこそ，現
場に出たいと思うことができた。講座で出会った全
ての先生方，そして共に学んだ仲間に感謝している。
●この講座で，第一に，現場の声を聞けた。毎講座で，
1 年後の自分を想像しながら自分の思いを持ってい
くことができた。第二に，現場の愛を感じられた。
学校現場には，こんなに素晴らしい先輩方がいてく
ださる，早く現場に出たいという思いをもった。
●とても有意義な時間を過ごすことができました。
「教育に正解はない」その通りだと思います。あら
ゆることに挑戦し、試行錯誤した上で自分のオリジ
ナルの指導ができるようにしたいです。
●先生の実践例や心がまえなど、教師になる上で本当
に大切なことをたくさん教えていただくことができ
てとても勉強になりました。これから教師として身
を引きしめていこうと思いました。ありがとうござ
いました。
●子どもの姿は、学級担当がどんな思いでどんな取り
組みを行うかによって決まるということがよく分か
りました。日々子どもたちと真剣に向き合い、この
子どもたちを何とか育てていきたいという気持ちを
忘れないようにしていきたいです。
●情報のみならず、1 人の教員として、教職員の中で、
自分をどう生かしていくか、考えていかなければな
らないと感じた。
●授業の”基盤”について、深く考えることのできる
お話でした。生徒の自発的な学び、また、英語を通
して人とのつながり、生き方を教えるということに
心から、感動、共感しました。知識注入型の授業に
ならないよう、授業の目的をしっかりと噛みくだき
ながら、教師生活を送っていきたいです。
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●「英語を教える」が目的じゃなくて、「英語を通し
て」、人のつながり方、生き方を伝えていくことが、
外国語活動（外国語）の目的なのだということを学
びました。英語に限らず、その教材での学びの先に、
どんな子どもの姿を想定しているのか、子どもの人
間としての姿を常に頭において取りくんでいきたい
と思いました。
●とてもあたたかい雰囲気で、授業を受けることがで
きて幸せでした。『教えるのではなくひきだす』胸
にひびきました。
●理科のおもしろさ、分かったときのうれしさ、分か
らないときにもっとやってみよう、と思えるような
授業づくりをしたいと感じました。
●自分も理科・数学は苦手なのですが、教師である自
分自身も知的好奇心をもって、子どもと楽しみなが
ら授業をつくっていきたいと思いました。
●教師である前に人としてどうあるかが大事という
言葉が心に残りました。愛ある養護教諭になりたい
です。
●学ぶことが多すぎて、もっと話を聞きたいと思いま
した。大学で期待していた授業がここにありました。
次回もまた参加したいです。ありがとうございまし
た。
●生徒指導は、子どもとのかかわり全てであることが
わかりました。
●荒れている子から逃げず、前向きに向き合う力が大
切だと思いました。
●実際にあった体験をきくことができ、教師の力や役
割というのをとても身近に感じ、考えることができ
ました。
●校長先生が、全ての問題に対してあらがったりにげ
たりするわけではなく、常に向き合い、前へ前へと
すすんでいこうとなさっている姿に、感動しました。
教師のその様な姿勢は、必ず子どもに届くのだろう
と強く思いました。
●協同学習の持つ効果を考えさせられ、どのように自
分にいかしていくのか考えさせられました。また、
教師としての気持ちの部分を強く持っていたいと思
いました。
●武道についてもだが、教師としての心意気を考えさ
せられました。
●教師の本気さが子どもたちに伝われば、子どもた
ちも応えてくれるのだということがよくわかりまし
た。また、教材研究の大切さをとても感じました。
●「本気さ、覚悟」という姿勢が強く伝わってきまし
た。まずは、フットワークを軽く出向く、体験する、
感動してこそ、子どもに本質を伝える準備ができる
と思いました。
●キャリア教育とは…すごく漠然としていて、自分
は生徒のために何ができるだろうと考えていました
が、生徒のために一生懸命になること、そして、自
分を常に高めていく！生徒と一緒にがんばります！
●キャリア教育は、何か特別で難しいものだと考えて
いましたが、全ての教育活動が基本になっているた
め、あいさつ、言葉づかい、礼儀など、社会に出て
当たり前のことを身につけるということが、とても
大切だと思いました。
●校則に従うこと、あいさつをすることなど、あらゆ
ることがキャリア教育であるという考えを持つこと
ができました。これまで職業観を重視していたので、
とても成長できました。ありがとうございました。
●今回の講座を聞き、自分の社会人としての視野の狭
さを再確認しました。自分が残りの大学生活ですべ
きことは、あらゆる社会の見方をひとつでも増やす
こと。そして、じっさい教師になって世間知らずと
いわれることがあると思いますが、その時に、自分
が多角的に社会を見るように努力することだと思い
ました。
●感動しました。何より、先生の「生徒が働けるよう
に」という思いが伝わってきました。それを考えな
がら行う日々の指導の全てが「キャリア教育」なの
だと思いました。
●キャリア教育について、部活動やその他全体の教育
活動がキャリアにつながっているということが盲点
でした。“人間的魅力”のある教師として“人間的
魅力”のある生徒を育てたいと思いました。本当に、
泣きそうでした（笑）
●私は、始め、キャリア教育を一義的なもの、すこし
難しい内容のことと思っていましたが、勘違いをし
ていたことに気付かされました。子ども達を育てる
日々の中で、社会に胸を張って歩むことのできる子
どもに育てたいと、今日強く思いました。今日の講
義は、今後の自分の将来像を考えさせられる、とて
も良い講義でした。
●全ての学校教育活動がキャリア教育につながり、子
どもの夢や生き方、在り方に大きく関わっていく。
そういう場に私もいたい！
●教科力の大切さ、本当に考える授業とは何か、を考
えさせられ、また１つの答えを教えて頂けてとても
貴重な時間になりました。ありがとうございました。
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●残り少ない大学生活で、教師力、専門力、人間力を
身につけたいと思いました！！
●西村先生の授業をうけて、「自分は一生懸命考えた」
すると授業の終わりには「自然と鑑賞力が身につい
た」というように、今までの授業において「考えな
いといけない！」という考えが一転しました！
●授業の大切さがとてもよくわかりました。実際に授
業を受けることができ、授業にひきこまれました。
私も子どもに考えさせる授業ができるようになりた
いです。ありがとうございました。
●河内先生のお話が大変具体的で“現場”を実感でき
ました。教採がおわり一息ついていたので、もっと
気を引きしめ、教育について考えていきたいと思い
ました。
●仲間と意見を出し合って考えていくことで、自分の
考えも深まった。
●子どもの良い所を見つける大切さ、保護者や地域へ
伝え、つながることの意味を知りました。
教師力養成講座で学んだこと　
理学部・数学科
　「中学校が動かなければ学校教育は変わらない」森
谷先生のこの力強い言葉が私は忘れられません。森谷
先生の教育への情熱、そして苦労を感じました。
　森谷先生は、当時岡山県一荒れていた岡輝中学校に
赴任し、授業で学校を変えました。その背後には、校
長としてのたぐいまれな学校の実態把握力、一人の教
員としての子どもたちへの寄り添う姿勢があると感じ
ました。そんな森谷先生が授業に取り入れたのは、コ
の字型協同学習でした。授業中に問題行動をする子ど
もたち、不登校の原因の多くは、授業に参加できない
ことが上げられました。そのため、協同学習は荒れた
岡輝中学校にはピッタリだったのです。この学習形態
への移行以後子どもたちが変わったのです。基礎学力
の向上はもちろん、コミュニケーション能力、活用能
力の向上も著しかった。また、生徒が協同学習を伝え
ようとする活動がさかんに行われるまでになった。中
学校も協同学習を小学校・地域住民に伝えることによ
り子どもたちの学びは充実していきました。
　こういった話を聞き、私も一人の中学校教員として、
覚悟を決め行動しようとおもいました。子どもたちに
自分のそそぐことのできる愛情を与え続け、いつも子
どものそばにいて、子どもの主体性を延ばしたいと思
いました。そして、森谷先生には及ばないかもしれま
せんが、自分が中学校を変える、学校教育を変えると
いう気持ちになる貴重な機会となりました。
「保護者・地域との連携」の感想
　河内先生のお話を聞いて、河内先生の体験談にとて
も感動しました。現代の教育でモンスターペアレント
は当たり前の存在となりつつありますが、１人の親が
モンスターペアレントになってしまうのには必ず原因
があり、それを解消できる可能性も多いにあるんだと
思えました。
　河内先生は当時、本当に苦しく辛かっただろうと思
います。教育者として親から認めてもらえない中、そ
の親の子どもを教育していかなければならないのは、
気持ち的にかなりしんどいはずです。そんな中毎日Ｋ
さんと関わり、Ｋさんを変えていこうと行動し続けた
河内先生の情熱と、それが報われて強い信頼関係が築
けたことに感動しました。
　親との信頼関係はすごく大切だと思います。河内先
生のお話からもよく伝わってきました。親との信頼関
係がないということは、自分の教育方法を理解しても
らえていないということなので、教育自体やり辛くな
ります。子どもは関係ないのに、子どもとも距離をお
いてしまいそうな気がします。逆に、親との信頼関係
があれば、学校と家庭の両面から連携した教育ができ
ると思います。自分の教育に自信を持って、本気で子
どもと向き合えます。「子どもの成長が、親にとって
も教師にとっても一番の喜びなんだ。」という河内先
生の言葉がとても胸に残りました。
　私も教師になったら、河内先生がされたように子ど
もと本気で関わり、活動していこうと思います。子ど
もが輝いて生活できる環境をつくり、１番に子どもか
ら、そして親からも信頼してもらえる教師になりたい
と思いました。
保護者・地域との連携のビデオを見て　
養護教育コース１年
　「連携」という言葉は今まで何度も耳にし、その重
要さもわかっているつもりではいたが、河内先生の経
験を交えた「つながり」という言葉を使ってのお話を
聴き、保護者や地域とつながるためには何が大切か、
自分はどうあるべきかを考えることができた。
　私が子どもや保護者、地域の方とつながるために大
切にしたいことは、常にアンテナを張り、相手のいい
ところや感謝すべきところを見つけること、そして伝
えていくことだ。教師としての前に人として、あった
かいつながりをつくれるような人になりたい。様々な
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人とのつながりの中で、子ども達にはあったかさをた
くさん感じて成長してほしい。
　河内先生の姿からは、教師としてのあり方も学ばせ
ていただいた。保護者とのかかわりで困難なことは必
ずあると思うが、私も逃げずに自分にできることを考
え、向き合っていきたい。」どんなときも誠実に、人
とのかかわりやつながりを大切にできる教師になりた
い。
保護者・地域との連携の DVD を見て　
養護教育コース
　私が最も印象に残ったのは、「つながりがないと通
じない」という言葉である。河内校長先生の事例の話
は、とても感慨深かった。悩んで悩んだ後の決意は固
く、子どもと向き合い積極的に関わりを持ち、子ども
とつながることができた。するとそこから保護者へつ
ながり、お互いに通じることができていった。
　これは、子どもを通じて保護者とつながるという
ケースであり、反対に保護者を通じて子どもとつなが
るというケースもあるということを学ぶことができ
た。
　この DVD をみて、まず教師からつながることを積
極的に取り組むことで、お互いに通じることができる
と考えた。実際に、私が教師として取り組みたいと考
えているのは、子どもの良い所や素晴らしい所を発見
し、子どもに伝えていくことと、「ありがとう」と感
謝の気持ちをきちんと声にして伝えていくことを、ぜ
ひ実践していきたい。
教師力を高めよう「発達障害や課題を抱えた子どもと
どうかかわるか」感想
特別支援教育コース
　私はこの講座のビデオを見て、「発達障害や課題を
抱えた子ども一人にアプローチをするのではなく、集
団としてアプローチし変えることで、自然に落ち着き
溶け込むことができる。」ということがとても印象に
残りました。私は、障害児教育コースということもあ
り、今まで大学での勉強で、発達障害や課題を抱えた
子ども本人にどのようなアプローチをしてどう変えて
いくかということを勉強することが多かったです。ま
た、学校支援ボランティアをしている学校でも、特別
支援学級の先生と関わり学ばせていただくことが多
かったです。なので、この先生の通常学級での目線や
集団を変えるという視点が新鮮で印象に残りました。
　このビデオを見ていて、集団の力の大きさを感じま
した。たった一人を溶け込めるように一人の問題とし
て変えようとするよりも、集団全体として変えた方が、
ずっと自然にできるし、できた時の力も大きいと感じ
ました。自分が子どもの時もクラスの雰囲気や環境に
良く悪くも、大きく影響されていたことを思い出しま
した。それと同じことであるし、特別支援教育はやは
り特別な教育ではなく、基本なのだと感じました。ま
た、自分に自信のある子どもは人に優しくできるとい
うことがよく分かりました。そんな集団づくりを目指
すことが、クラスの一人一人はもちろん、発達障害や
課題を抱える子どものためにもなることを学ぶことが
できて良かったです。
　春から教壇に立つ時、そのことをしっかりと理解し
た上で、よい集団づくりをしていきたいと思いました。
ビデオで先生が言われていた①クラスの一人一人のい
いところを見つけのばす②一人一人みんなができるよ
うにする③授業で自信をつける④自分たちでクラスづ
くりができるように貢献したことを認める⑤叱るとき
は叱るの５つを心に留めておこうと思います。そして
この５つ以外にも自分だったらどのようなことに心が
けていきたいか考えていこうと思います。
いじめ、不登校の問題をどう考えるか
養護教諭特別別科
　いじめ、不登校の問題をどう考えるかという DVD
を観て、私が一番印象に残ったことは、子どもたちが
よく使う「チクる」という言葉を「正義の告発」とい
う別の言葉で表現していることである。
　私が小中学生の頃、この言葉は流行っていた。何か
悪いことをしている場面に遭遇しても「先生にはチク
らんでよ」が合言葉のようになっていた。そのため、
いじめではないかと感じていても、その合言葉があっ
たために先生にきになることがあっても言えない状況
が自然と作り出されていた。また、勇気を出して先生
に話した子がいると、「あいつが先生にチクった」と
言われ、いじめの対象が変わることもあった。このよ
うな環境で小中学生の学校生活を過ごしていたため、
私は「正義の告発」という言葉が非常に心に残ったの
である。これらのことから、「正義の告発」という言
葉の共通理解を学校全体で図ることによっていじめの
早期発見に繋がるのではないかということが分かっ
た。
　また、いじめの種類も時代によって変化することが
分かった。現在問題になっている新しいいじめは携帯
電話やインターネットを用いたものである。いくら正
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義の告発を子どもがしてくれたとしても、誰が書いた
か分からない誹謗・中傷に対してすばやい対応をする
のは困難であると感じた。
　いじめを解決するためには教職員をはじめ、保護者、
子どもが様々なことを観察し、早期発見することが大
切である。また、対応する際は一人で抱え込むのでは
なく、組織はチームとして対応すること、児童生徒に
対しては集団の問題として問題提起すること、保護者
へのキチンとした説明を行うことが必要であると学ん
だ。
　以上のことから、教師はいじめを生まない、許さな
い環境づくりを行うためにも誰でも被害者になりうる
という認識をもつこと、子どもの自尊感情を育てるよ
う良いことをしてくれた子どもに対しては褒め、悪い
ことをした子どもであっても謝ることの素晴らしさを
伝えていくこと、いじめは許さないという毅然とした
態度でいること、新しいいじめに対してはインター
ネットや携帯電話の使い方といった情報モラルの指導
を行う等の教育を続けていくことが大切であると感じ
た。不登校の子どもに対しては、子どもがどんな思い
で学校生活を送っているのかといった子ども目線に
立って物事を考えること、保護者を通して子どもと関
わることを根気強く続けることが必要であると学ん
だ。
　養護教諭という立場であってもこれらの視点を忘れ
ず、子どもと関わっていきたいと考える。
Ⅶ．本講座の意義　２つの気づき
　今後の学生に対する指導及び講座の改善のポイント
を次のように考えた。
①現場の状況や厳しさを等を知り、覚悟を持って教師
　の道を進むこと
②現場からの問題提起、具体的な指導方法、心構え等
　の大切さを受け止め、指導すること
③学生自身が、（教師として指導する上で）足らない
　ことに気づくこと
　各回の講座では、学生達が議論の結果を発表し、そ
れを受けて講師の先生からまとめの講評をしていただ
いている。そこでの発言から、本講座の本質ともいえ
る重要な内容、本講座の最大のポイントは２つの「気
づき」であることが明らかになった。
　学生同士がそれぞれの知識や経験を持ち寄って議論
することにより，自分が体験したことのない知識や経
験を知ることができる。その結果，個人が考えただけ
では到達できないような結論を導き出すことができ
る。これが第一の気づきである。しかし，そこでの議
論の結果を「まとめ」の際に発表した時に，「現実は
そんなものではない」と講師の校長先生から，時には
厳しく，時には諭すように指導されることがある。こ
れが第二の気づきである。学生達が一生懸命考え抜い
た結論であっても，学校現場では通用しないことを知
る。そこで，学生達は教職の難しさ，奥深さを実感
し，そこから「もっと学びたい」「もっと体験したい」
という意欲が生まれる。これこそが本講座において身
につけさせたい力であり，このように自ら考えて実践
しようとする姿勢が身につけば，これから学校現場で
出会う様々な課題に対しても適切に対応できると考え
た。
Ⅷ．今後の課題
　教育実習協議会が十二月に、現場から幼小中学校園
長会代表者、県教育委員会、岡山市・倉敷市教育委員
会実習担当者、岡大実習関係者の参加のもと、「求め
られる教員の資質・能力、教育実習で身につけさせた
い資質・能力」について協議された。
主な意見は次の通りである。
●新採３年以内の挫折・病休・退職の増加
●子どもの輪の中に入れる資質
●新採の困り感 ― 人間関係づくり 
●自分をさらけ出す力を。
●理論と実践が結びつかない。
●社会の規律が崩壊している状況 →　子ども社会も
同様 → 子ども一人一人の自己肯定感、自己有用感
を。
●授業の中で子どもの伸びを把握し、手をさしのべ
る。
●同僚性を大切にできる。
●人間的な感性と積極的に動くこと。
●心も体もたくましく柔軟で全力を出す。
●健康管理とセルフコントロール
●演技力
●家庭環境に寄り添う力
●あきらめない
●チームとして対応できる力
●かかわれる力
●一緒に学び成長する。
●タフな学生を育ててほしい。
●コミュニケーション能力・人間関係理解
　以上のように質の高い実践的指導力、人対人の関係
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づくり、人としての教育力が一層求められている。そ
のためにも、本「教師力養成講座」を継続的に深化さ
せていかなければならないと考えている。
Ⅸ．おわりに
　３年間、各年次６人合計 18 人の講師から貴重な提
言と御指導をいただいた。
　学生の感想にもあるとおり、まさに学生のニーズに
応えるものであった。
　それも、講師の先生方の教育への思い、情熱、使命
感、そして現場の子どもたちへの愛情の大きさによる
ものである。
　18 本のビデオを作成しているが、今後の学生達に
も、これらの御指導をビデオを通して学んでほしいの
で、視聴しやすい環境づくりにも取り組んでいる。
また、新たな社会状況、教育課題に直面し勝負してお
られる現場の校長先生、先生方に講師として依頼し、
学生たちに「教師力」を育成していただけるように、
今後も企画、実践していきたい。
　ここまで継続できたのも岡山大学教師教育開発セン
ター所員全員の協力体制があったからこそであり、所
員の皆様に改めて感謝申し上げる。
　また、経費等のご支援を学長裁量経費からしていた
だいたことも、物心両面の大きな支えとなった。心か
ら感謝申し上げる。
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